
第2回審議会からの宿題

1. 各施設の取水能力について

2. 給水収益の見込にコロナ禍の影響をどこまで見

込むか



各施設の取水能力

Q＝402㎥/日

Q＝123㎥/日

Q＝1,100㎥/日

Q＝39㎥/日

Q＝1,020㎥/日

Q＝453㎥/日

Q＝1,290㎥/日
Q＝600㎥/日

Q＝700㎥/日

Q＝1,068㎥/日
1号井　Q＝1,440㎥/日
2号井　Q＝1,440㎥/日
3号井　Q＝1,920㎥/日
4号井　Q＝1,340㎥/日

1号井　Q＝1,320㎥/日
2号井　Q＝1,390㎥/日
3号井　Q＝　960㎥/日
4号井　Q＝　336㎥/日
5号井　Q＝　336㎥/日



検討した結果、第2回（上記）のままとしたい。
公益社団法人　日本水道協会の示す水需要予測の算定方法に基づいて算定している。
給水収益を厳しく見積もることで、将来見通しについても厳しい検討ができる。

R2見込数値（コロナを反映）
R2.12までの実績を基に算出

R2実績数値（大雪により使用水量が増加
したため経営戦略の見込みを上回る）

R2見込数値（コロナを反映）
R2.9までの実績を基に算出

H22～R1の実績を基に算出（コロナ
の影響なし）

H23～R2の実績を基に算出（コロナ
の影響あり）


